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株式会社 YMFG ZONEプラニング 

山陽小野田市のまちづくりプロジェクト 
ＬＡＢＶプロジェクトの事業実施ステージへの移行について 

山口フィナンシャルグループ（代表取締役社長ＣＥＯ 椋梨 敬介）及び、子会社である山口銀行（頭

取 曽我 德將）、ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング（代表取締役社長 藏重 嘉伸）は、当グループのパー

パス「地域の豊かな未来を共創する」に基づく取り組みの一環として、山陽小野田市にて産官学金が連

携して推進する「まちづくりプロジェクト」（以下、「山陽小野田市ＬＡＢＶプロジェクト」と言う。）

の主体的関与及び支援を実施してきました。 

ＬＡＢＶとは自治体が所有する土地の現物出資と民間事業者等による資金出資をあわせて組成する共

同事業体が事業実施を行う官民連携手法です。これまでの事前調査や事業パートナー公募等を経て、国

内では初となるＬＡＢＶを用いたプロジェクトが本格的な事業実施ステージへ移行しましたので、下記

のとおりお知らせします。 

記 

１．山陽小野田市ＬＡＢＶプロジェクトの取り組み経緯 

山陽小野田市が所有する商工センターは老朽化が進み再整備等を検討するにあたり、２０１９年度に

国土交通省「先導的官民連携支援事業（事業手法検討支援型）」の採択を受け、ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラ

ニングが事前調査を実施し、国内に事例のない官民連携手法であるＬＡＢＶにより、商工センターの再整

備及び周辺の複数事業候補地における連鎖的事業の可能性について、定性・定量の両面から事業実現の可

能性があると結論付けました。

その後、山陽小野田市のアドバイザーとしてＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニングが支援を継続し、２０２０

年度に民間事業者等の意見等を踏まえた「事業構想」を公表、２０２１年度に事業パートナーの公募を実

施し、２０２２年度に特定された事業パートナー（全６社から構成されるコンソーシアム）とプロジェク

ト関係者とが共同開発協定書を締結、共同事業体を設立し、現在に至っています。

＜表① プロジェクト関係者及び事業パートナー＞ 

プロジェクト関係者 事業パートナー 

山陽小野田市 企業名 主な役割 

小野田商工会議所 ㈱合人社計画研究所 維持管理、運営、マネジメント 

山口東京理科大学 大旗連合建築設計㈱ 設計、工事監理 

山口銀行 前田建設工業㈱中国支店 建設 

長沢建設㈱（※） 建設 

富士商グループホールディングス㈱

（※） 

運営 

㈲エヌエステクノ（※） 維持管理 

（※）山陽小野田市内に本社を構える企業 



２．山陽小野田市ＬＡＢＶプロジェクトの概要 

山陽小野田市ＬＡＢＶプロジェクトは、商工センター再整備事業と山口銀行小野田支店跡地利活用

（以下、「リーディングプロジェクト」と言う。）により新たに商工センター敷地内に整備される新施設

（以下、「リーディング施設①」と言う。）へ移転後の山口銀行小野田支店跡地の利活用（以下、「リー

ディング施設②」と言う。）を優先的に実施し、さらに周辺の複数の事業地において施設整備や利活用

を連鎖的に進め、居住・交流人口の増加や活気を生み出すための官民連携によるまちづくりを目指すプ

ロジェクトです。

＜図① 事業対象地及び主な機能＞ 

＜図② 事業スキーム（イメージ）＞ 

３．今後のスケジュール（予定） 

リーディング施設①の整備を優先的に実施し、リーディング施設②、その他連鎖的事業については、

今後プロジェクト関係者と事業パートナーとで事業内容等について検討を行いながら実施する方針で

す。 

＜表② スケジュール（予定）＞ 

時期 内容 

２０２２年７月～２０２４年３月 リーディング施設①の整備

２０２４年４月 リーディング施設①の供用開始（維持管理・運営開始）

２０５７年３月末 リーディング施設①の事業期間終了

● (3)高砂用地

●

(1)リーディング施設①
（商工センター）

●

(2)リーディング施設②
（山口銀行小野田支店）

●(4)中央福祉センター

事業対象地・主な機能

(2)リーディング施設②

リーディングプロジェクトに付随する連携施設

としての活用を優先的に検討する

(3)高砂用地

事業パートナーからの提案を踏まえて検討する

(4)中央福祉センター

事業パートナーからの提案を踏まえて検討する

事業対象地・主な機能

(1)リーディング施設①

①公園通出張所 ②中央福祉センター

③市民活動センター ④地域職業相談室

⑤交流広場 ⑥小野田商工会議所

⑦会議室 ⑧山口東京理科大学学生寮

⑨山口銀行小野田支店 ⑩民間テナント

土地現物出資

固定資産税
山陽小野田市

小野田商工会議所

山口銀行

プロジェクト関係者

資金出資

資金出資

資金出資

配当

配当

金融機関
返済

融資

事業パートナー
（上記、優先交渉権者）

LABV共同事業体

合同会社(LLC)

土地 ・ 建物所有

施設整備、
維持管理・運営

リーディング施設② 中央福祉センター 連鎖的事業高砂用地リーディング施設①

家賃・事 業収入家賃 収入 家賃・事 業収入 家賃・事 業収入 家賃・事 業収入

山陽小野田市 小野田商工会議所
山口東京理科大学

学生
山口銀行 利用者

家賃 家賃 家賃 家賃 利用 料等

利用 料等

合人社計画研究所、大旗連合建築設計

前田建設工業 中国支店、長沢建設

富士商 、エヌエス   

事業パートナー



 

４．本日開催した記者会見の様子 

 山陽小野田市、小野田商工会議所、山口東京理科大学、事業パートナー（全６社）とともに、共同事

業体の設立及び山陽小野田市ＬＡＢＶプロジェクトの本格的な事業実施ステージへの移行をお伝えする

記者会見を実施いたしました。 

５．山口フィナンシャルグループのサステナビリティへの取り組み 

山口フィナンシャルグループは、持続可能な社会の実現に貢献していくために、「グループサステナ

ビリティ方針」を策定し、この方針に基づき、重点的に取り組むべきＥＳＧ課題である「マテリアリテ

ィ」を特定しております。本件は、１２ のマテリアリティの中で「②地域におけるイノベーション創

出、地域産業の成長サポート」の実現に資する取り組みです。 

以 上 

【本件に関するお問合せ先】 

ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング 地域マネジメント事業部 

担当：網田 ＴＥＬ：０８３－２２３－４２０２ 

リーディング施設①のイメージパース


